


豊かな心を持ち、自主的に活動できる児童の育成
～ 「①思いやりのある子」「②よく考える子」「③がんばる子」の育成 ～

①【梅が丘小学校】

人

材

○梅援隊・・・梅、米、よもぎ作り
○元職員・・・梅太鼓
○地域・先輩・・・梅小ソーラン
〇華笑園・・・環境づくり

○梅援隊
・・・見守り ・学習支援

○学校評議員（校区、本校）
・・・提言、助言

講師
○ディベート教育・・・立命館大学大学院教授 ○授業づくり ・・・大阪成蹊大学准教授
○プログラミング教育・・・大阪電通大特任講師 〇英語教育・・・地域からの英語講師
○ＩＣＴ（タブレット）を活用した授業づくり・・・大阪体育大学准教授

取
組
内
容

○伝統と感動と誇りの継承

・・・梅太鼓・梅小ソーラン

○本物体験

・・・梅収穫、梅干し

梅ジュース作り

○「一生懸命さ」を常に意識
させる啓発活動
○「身だしなみ・掃除・挨拶・
時間を守る」運動の推進
○ノーチャイム・５分前行動
・１分前着席

○「主体的・対話的な深い

学び」を意識した授業

○全学年「ホワイトボード」

・・・ＩＣＴ機器の効果的活用

○全学年「辞書引き学習」

○学園推進委員会の活性化

○一貫教育合同研修と視察

○児童・生徒の異学年交流

○保護者・地域への発信お

よび啓発

○「考える力」育成のための

ディベート授業方法の研修

○ディベート授業・道徳授業

の実施

○明和小・第四中との連携

考える力を身に付けたたくましく生き抜く子

自尊感情・自己有用感
の育成

伸びようとする

集団づくり

主体的に学ぶ意欲

の醸成

ディベート教育・道徳教育

の充実

E-Ne学園の指導観

の共有化

成

果

子どもたちの

将来の「生きる力」

を育む

①ディベート教育を通して、生徒の客観的・多角的・批判的に見る力やコミュニケーション力等

を向上させることにより、教科学習や日常生活における人間関係の構築に生かす

②道徳教育を通して、子どもたちの「他を思いやる心」「豊かな人間性」等の醸成を図る中で、

自己肯定感を高め、進路選択を含めたより良いキャリア教育につなげる

③情報社会における正しい判断や望ましい態度や危機回避の方法等を身に付けることにより、

倫理観をもった子どもを育成する



２．考える力をベースとした「学ぶ力」

食育
（梅の仕分け・仕込み）

梅小ソーラン
（大阪メチャハピー祭２０年連続入賞）

② 「豊かな心を持ち、自主的に活動できる児童の育成」に向けて

３．将来の「生き抜く力」の育成

１．「考える力」の確立

校内研・学園合同授業研

・ディベート教育、道徳教育
・コミュニケーション力、他人を思いやる力、豊かな人間性の醸成

・変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力の育成
・情報を見極めて再構成し、新たな価値につなげていく力の育成

・特色ある「寝屋川教育」の確立
・梅小ソーラン、体験活動、食育等 学ぶ意欲の向上（確かな学び）
・非認知能力（やり抜く力・しがみつく力・ぶらさがる力）の育成

体験活動
（梅太鼓）



③今年度の学園の課題について

①「考える力」の育成
― 「ディベート教育研究協力校（第四中学校）」としての校区の取組―

②「考える力」をベースとした「学力」・「体力」の育成

③「施設一体型小中一貫校」の開校に向けた取組

昨年度に掲げた 「非認知能力」
（やりぬく力・しがみつく力・ぶら下がる力 等）

のさらなる追求


